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Ⅰ．はじめに
　これまでに学習指導要領は，時代の変化や
子どもたちの状況，社会の要請等を踏まえ，
おおよそ10年ごとに，数次にわたり改訂され
てきた。2008年に行われた前回改訂では，知
識基盤社会でますます重要になる子どもたち
の「生きる力」をバランス良く育んでいく観
点から見直しが行われ，教育目標や内容が見
直されるとともに，習得・活用・探求という
学びの過程の中で，言語活動や体験活動を重
視することとされ，その方針に基づき教育活
動が展開されてきた。
　前回改定から６年を経た2014年に，2030年
頃の社会を見据え，新しい時代にふさわしい
学習指導要領の在り方について検討すべく，
文部科学大臣から「初等中等教育における教
育課程の基準等の在り方について」中央教育
審議会に諮問がなされ，2016年に答申が取り
まとめられた1）。今回の改定が目指している
のは，学習の内容と方法の両方を重視し，子
どもの学びの過程を質的に高めていくことで
あり，子どもたちが「何ができるようになる
か」を明確にしながら，「何を学ぶか」とい
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う学習内容と，「どのように学ぶか」という
学びの過程を組み立てていくことが重要であ
ることが示されるなど，これまでのように学
習内容のみならず，初めて「学び方」につい
ても示されることとなった。こうした中，子
どもたちが学習内容を人生や社会の在り方と
結びつけて深く理解し，これからの時代に求
められる資質・能力を身に付け，生涯にわた
って能動的に学び続けることができるよう
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
て，アクティブ・ラーニングの視点を重視す
る流れが示された。
　アクティブ・ラーニングについては，2012
年の中央教育審議会答申「新たな未来を築く
ための大学教育の質的転換に向けて〜生涯学
び続け，主体的に考える力を育成する大学へ
〜」の用語集の中で「教員による一方向的な
講義形式の教育とは異なり，学修者の能動的
な学修への参加を取り入れた教授・学習法の
総称」として示され２），これまで大学教育に
おいて導入されてきた。また，溝上は，「一
方的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）
学習を乗り越える意味での，あらゆる能動的
な学習のこと。能動的な学習には，書く・話
す・発表するなどの活動への関与と，そこで
生じる認知プロセスの外化を伴う」３）と述べ，
より深い学びの必要性を指摘している。
　学校体育においては，これまでも，球技の
ゲームにおける戦術の検討やグループ学習の
中で，生徒に主体的・能動的に考えさせ，言
語活動の充実を図る取組がなされてきたとこ
ろであるが，今回の改訂の方針を受け，将来
的に保健体育科教員として授業の最前線に立
つ学生に対し，「主体的・対話的で深い学び」
の視点で授業改善に取り組む力を身に付けさ
せることができるよう，今後は保健体育科教
育法の講義内容を一層改善・充実させていく
ことが求められている。
　また，現在，大学における授業の質的向上
が求められ，学生による授業評価や外部の専
門家による「授業コンサルテーション」など
が行われ，教員は自身の授業改善に積極的に
取り組む必要がある4）。
　そこで，本研究の目的は，保健体育科の教
員養成課程を持つ大学の「教職に関する科目」
である「保健体育科教育法」において，授業
コンサルテーションを実施し，アクティブ・
ラーニングを取り入れた授業を展開し，その
内容について報告することである。
Ⅱ．研究方法
１．対象授業の概要
　対象授業は，保健体育科教員養成課程の教
職に関する科目の必修科目である「保健体育
科教育法Ⅱ」（担当教員：竹田唯史）とした。
本授業のねらいは，「保健体育科の目的や意
義を理解し，各種目の指導目標･指導内容･
指導計画，指導方法，評価方法等について理
解を深め，保健体育科教諭として授業を展開
していくのに必要な資質･能力を養う」であ
る。具体的な到達目標は，「保健体育科の目
的・内容・方法について理解する」「各領域
のねらい，技術，指導方法について理解し，
指導計画を立案できる」「各領域のルール，
歴史などを理解できる」の３点を位置づけた。
各回の授業においては，学習指導要領の内容
である「体づくり運動」「器械運動」「陸上競
技」「水泳」「球技」「武道」「ダンス」の具体
的な指導方法について学ぶこととした。評価
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は，「意欲・態度」が30％，　「筆記試験」が
70％の割合で行った。筆記試験は，北海道・
札幌市公立学校教員採用候補者選考検査の過
去問題から出題することを授業初回時に学生
へ伝えた。
　授業のシラバスを表１に示す。
表１　保健体育科教育法Ⅱシラバス5）
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２．授業コンサルテーションの概要
　授業コンサルテーションとは，「授業改善
のプロフェッショナルであるコンサルタント
であるファカルティ・ディベロッパーによっ
て，クライアントである大学教員に対して行
われる，支援活動」のことである6）。
　本授業においては，共著者の山本堅一によ
り，以下の手順で進めた。
１）事前面談
　平成28年11月２日（水），山本の研究室に
て事前面談を行った。授業のシラバスを提示
し，授業内容の説明，担当教員の授業のねら
い，内容，評価方法を説明した。担当教員か
らは，「学生が授業内容を理解しているのか」
「本授業をどのように評価しているのか」「学
生にとって有益な授業なのか」「適切な評価
方法なのか」といった点で授業実施について
悩んでいることを伝えた。
２）授業コンサルテーションの実施
　11月21日（月），対象授業の第８回目にお
いて，山本により授業コンサルテーションを
以下の方法にて実施した。実施時間は９時〜
９時30分であった。
①担当教員が教室から退出した。
②コンサルタント（山本）は，対象学生に対
し，コンサルテーションの目的・方法を説
明した。
③授業で「学びが深まった点」と「学びを深
めるために必要な点」ついて「フィードバ
ックシート」に各学生が記入した（図１）。
④自分の記載した意見を３〜５名のグループ
で共有し話し合いを行い，共感したこと，
同意できることを自分の用紙に追記した。
⑤各グループで最も優先順位が高いと思われ
る意見を１つ，全体で発表した。その際，
その意見に共感できる人に挙手してもら
い，その人数を数えた。
３）データ入力・カテゴリー化
　コンサルテーション終了後に，山本自身に
より学生からの意見をエクセルファイルに入
力し，カテゴリー分けしたレポートを作成し
た。作成時間はおよそ４時間であった。
４）担当教員へのフィードバック
　11月24日（木）に山本より授業担当教員へ
フィードバックレポートが示された。山本と
授業担当教員は，レポートを基に受講生が授
業をどの様に捉え，どういった時に学びを促
進し，どういった時に促進していないのかを
一つ一つ共に確認した。担当教員が今後の対
応について考え，悩む時には山本が助言をし
ながら一緒に検討した。
５）担当教員から学生へのコメント
　11月28日（月）の授業時間に担当教員が学
生からの意見に対してのコメントを述べた。
学生からの意見をエクセルファイルにてスラ
イドに表示し，「共感する」「共感しない」の
意志を示し，共感する場合には，今後の改善
見通しとして，「現状維持」「学期中に改善」「学
期中に改善不可」の意志を示した。また必要
に応じて，コメントを記した。実施時間は９
時５分〜９時50分であった。
　また，コメント終了後に，担当教員のコメ
ントに対する満足度に関するアンケートを実
施した。「本日の授業コンサルティングの回
答について当てはまるところに〇をつけてく
ださい」という質問に対し，「とても満足・
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了承することができた」「少し満足・了承す
ることができた」「どちらともいえない」「あ
まり満足・了承できなかった」「とても不満
Ⅲ．結果
１．学生からのフィードバックレポート
　学生からのコメントをカテゴリー化し，そ
れに対する担当教員のコメントを記したレポ
ートを資料１（巻末資料）に示す。カテゴリ
ーは以下の14に分けられた。①教材（配付資
料），②教材（映像），③教授技法（双方向），
④教授技法（進行方法），⑤教授技法（前回
の復習），⑥教授技法（授業中の課題），⑦教
授技法（過去問），⑧教授技法（説明法），⑨
授業内容，⑩授業内容（学習者の気づき），
⑪教員熱意，⑫教員の言動，⑬学習者の課題，
⑭その他。
足・了承できなかった」の５件法にて回答を
求め，回答理由の自由記述の設問を設けた。
１）教材（配付資料），
　配布資料に関しては「プリントの内容がよ
くわからない」「プリントの問題を説明して
ほしい」との意見があった。毎回の配布資料
においてテスト問題となる課題を掲載してい
るが，それに関しては，時間のある時は回答・
説明をするが，基本的には自習課題として位
置づけるとの回答をした。その理由は，プリ
ントは学習内容を深めるための確認問題であ
ること，解答は問題集に掲載されていること，
プリントの回答をすると授業時間が不足する
ことを述べた。説明後，学習者全体に挙手に
て回答への賛同について確認したところ，ほ
図１　授業コンサルテーションで利用した学生からのフィードバックシート
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とんどの者が「自習課題」とするに挙手し，
学習者間で合意を得ることができた。
２）教材（映像）
　映像に関しては，全体として好評であった。
「生徒への指導法をビデオで見せて教えてほ
しい」「まだ慣れていない人の模擬授業の動
画も見て，何が必要なのか比較し，考える機
会がほしい」との意見が出されたが，「指導
ができない人の映像の入手が難しい状況にあ
り，今後の課題とします」と回答した。「動
画が長い」という意見に対しては，「不要な
動画は削除するようにします」と回答し，翌
週からの授業において改善した。
３）教授技法（双方向）
　出席確認用ピットの「ランダム機能」により，
学生に意見を求めることは好評であった。そ
の後の授業で，ランダム機能ではなく，「教室
の後方に座っている人に当てますとしたとこ
ろ，前方の生徒より，「後ろに座った方が発表
ができ，学びを深めることができるので，不
公平である」との意見が出された。意欲の高
い学生は発言の機会を求めていることがわか
り，その後は，「ランダム機能」の利用とした。
４）教授技法（進行方法），
　「一方的な授業」「ただ話しているとき」「単
調な授業だった時」「まわりと話し合ったり
する時間を作るとよいと思う」「毎回同じ流
れでおもしろくない」「分かっているかいな
いかしっかりと確認した方がいい」「分から
ないと言える空気がない」という意見が多く
出された。これらの点が本授業における大き
な問題点であることが気づかされた。それま
での授業においても「質問」は取り入れてい
たが，受講生にとっては，まだまだ不足して
おり，受講生とのコミュニケーションをとる
対話型の授業にすべきであることが明らかに
なった。その後の授業で改善を試みた。
　また「スライドの進行が早いと感じること
がある」との意見も出され，改善すると回答
した。
５）教授技法（前回の復習）
　「前回の復習」に対しては肯定的な意見が
多かった。これは授業開始時の５〜10分程
度を利用し，前回のポイントとなるところを
問題形式でパワーポイントで示している。３
週程度繰り返し，知識の定着を図っている。
６）教授技法（授業中の課題）
　「練習問題の答案の解説をしてほしい」「授
業後半に行う問題は必要ない，問題形式では
なく試験に毎年でていることや，でそうなと
ころをくわしく教えてほしい」とテストに対
する事前準備の要望が出された。そこで，翌
週に過去のテスト問題を配布し，テストに対
するイメージを持ってもらうことにした。
７）教授技法（過去問），
　「過去問を行うことで学びを深めやすい」
という肯定的な意見が多かった。しかし，実
施方法については，「最後に行う試験問題は
家でもできることだと思う」という意見と，
「教員の試験問題の答え合わせのとき，なる
べく授業中に解答していただきたい」と授業
中に実施するか，課題とするかの意見に分か
れた。担当教員としては，過去問題はあくま
でも自習課題として位置づけたいと提案した
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ところ，受講生の同意を得ることができた。
８）教授技法（説明法）
　「保健体育科教育法Ⅰでの学びを生かし，保
健体育科教育法Ⅱをより詳しく説明してくれ
るので，学びが深まった」「大切なところを印
象に残りやすい言い方で何度もくり返してく
れるので，知識が身につきやすい」「先生が実
技の見本を見せた時」など肯定的意見が多か
った。改善点として，「試験に出しそうなとこ
ろはきちんと言うべき」「過度な繰り返し」「プ
リント通り，それだけの授業のとき」
　「教科書に書いてあることをいわれても見
ればわかるのでやめてほしい」「ただ空欄を
うめる」「意味を説明せずに，とりあえず覚
えておくことというような覚えさせ方があ
り，その内容や意味を説明して理解させてほ
しいと感じました」など改善点も多く示され
た。またこれ以降の授業ではレーザーポイン
タを利用することとした。
９）授業内容
　「教採で必要なことを教わったとき」「教員
採用試験の出題傾向をある程度教えてくれ
る」「各競技の専門的な知識・用語を知り覚
えることができたとき」「講義中に先生の経
験した現場の話を聞くと，現場を想像しやす
く，何が大切なのかを理解できた」などの肯
定的意見があった。一方，「もう少し，専門
的な知識を入れて欲しい」「テストと授業の
関連がうすい」「話している内容が浅いとき」
「授業の中で触れる内容が少ない」などの改
善点も示された。学生は深い内容を学びたい
ことがわかる。
10）授業内容（学習者の気づき）
　「将来必要な知識を伝えてくれる」「新しい
発見があった時」「分の知らない新しい知識を
教えてもらった時」「興味がある授業で，より
詳しくなったとき」などの肯定的な意見が多
かった。改善意見では，「わくわくしない」「つ
まらないと感じた時」「興味を持てない」など
があり，学生は，自分の知らないことを知る
ことに喜びを感じており，知的好奇心を刺激
するような授業を求めていることがわかる。
　また，「自分が学びへの意識が低い時」「授
業に対してモチベーションが上がらないと
き」　などのように授業に対して自分が集中
して取り組めない場合もあることがわかる。
第１回の授業の際にA4の白紙の紙に「絶対
に教員になる！」などの目標を記載する作業
を行った。これに対しては，「一番最初の講
義でプリントの裏に『教師になりたい』と書
くことで意識を高めることができた」とあり，
このように学生の学びへのモチベーションを
高めるような取り組みを毎時間，開始前に実
施することも学習者の学びの意識を高める方
法の一つかもしれない。
11）教員熱意
　「自分たちのために一生懸命教えてくれて
いるという熱意がある時」「反復的に言わせ
たりしている時に熱意を感じる」というよう
にすべて肯定的な意見であった。
12）教員の言動
　「先生の教員を目指すような言葉が多くや
る気になる」「目的を達成させるためのヒン
トとして授業で『絶対やりとげる！』のよう
な勇気を与えてくれた」「教員が今までの教
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員生活での実体験を話していた時」「引きつ
けるような話をする」という肯定的な意見が
あった。
　改善意見としては，「話が全く違う方向に
ずれていき，時々感じることはビデオなど見
ているときに関係のない話へと変わってい
くことが浅いかなと感じた」「自分の自慢話
はいらない」「自分の教え方が一番ではなく，
このような教え方をすると良いという話のし
方をしてほしい」などがあり，改善するよう
努力すると回答した。
13）学習者の課題
　先にも述べたが学生自身が，「ねむたいとき」
「学びが深まらない」時などは，授業に集中す
ることができない。その原因，対策を示唆す
るような「授業での学習の効率が悪いと感じ
てしまうと集中できなくなっていく」「授業に
集中してない生徒に対して協力してもらおう
とコミュニケーションをとる」「聞く気がない
人に対しての授業ではなく，聞く気がある人
授業をするといいと思う」という意見があり，
今後の改善を努力すると回答した。
14）その他。
　「この講義は暗記科目という感じが強すぎ
る気がします」「本番の試験ではどのような
形で出題されるのかがわからないので，用語
だけを覚えているような気がすること」「１
人１人と向き合うように人数を減らす」「予
習課題」「教科書をもっと活用してほしい」
などの意見があった。
15）担当教員の回答に対する学生の満足度
　学生からの個別の意見について，担当教員
の考えを回答した。回答後，学生に無記名の
アンケートを実施し，担当教員の回答に対す
る満足度を確認した。「本日の授業コンサル
ティングの回答について当てはまるところに
〇をつけてください」という質問に対し，「と
ても満足・了承することができた」「少し満
足・了承することができた」と90.9％の学生
が回答していた（表２）。「どちらともいえな
い」と回答した人の回答理由には「１時間も
時間を使わなくてよい」「全部紹介する必要
はなし。簡潔に述べることでよい」「実際に
授業を受けてみないとわからない」という意
見があった。
２．コンサルテーション後の授業改善
１）学生からのフィードバックレポートから
みえた授業の改善点
　学生からのフィードバックレポートから以
下の点が明らかになった。
①学生は本授業で深い学びをすることを求め
て期待している。
②興味のある内容，専門的な内容，深い学び
をすることにより，学生は授業に集中して
取り組める可能性がある。
③一方的に教員が話をするだけの授業や，プ
リントの穴埋め，単純な読み上げなどの授
表２　コンサルテーション回答後の学生の満足度
選択肢
人数
割合
（%）
とても満足・了承することができた 30 54.5
少し満足・了承することができた 20 36.4
どちらともいえない 5 9.1
あまり満足・了承できなかった 0 0.0
とても満足・了承できなかった 0 0.0
合計 55 100
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業では，学びを深めることができない。
④授業とテスト問題の関連性を高める。
⑤学生の学ぶ意欲，集中力，モチベーションを
上げるような取り組みや言動が必要である。
２）具体的な改善内容
①アクティブ・ラーニングの導入
　学生からのフィードバックコメントを受け
て，学生は深い学びを期待しており，教員の
一方的な講義ではそれが深まらないことが示
唆された。そこで学生自らが考え，主体的に
授業に取り組めるようなアクティブ・ラーニ
ングの要素を取り入れることとした。本授業
での主な学習内容は，各スポーツ種目におけ
る「よい指導方法とはどのようなものか」と
いうことを学生が理解することである。これ
までの授業においては，担当教員が自身の経
験や先行研究を基に，その「よい授業」の内
容を一方的に紹介しており，いわゆる「答え」
をすぐに提示していた。しかし，それでは学
生にとって納得する回答であったり，自分の
考えに合致するものでない場合もある。学生
が自らの経験や価値観に基づき，「よい指導
方法とは何か？」を理解する必要がある。そ
れには，他者の意見を聞き，その意見に対し
て議論などを進めて，一定の結論を得るとい
うプロセスが必要となる。
　そこで，まずは，学生自身の体験を振り返
り，自分の考えを客観化（記述・発表）し，
他者と意見を交流するために「ワークシート」
と取り入れることとした（図２）。
　これまで学生が受けてきた球技の授業にお
いて「よい授業」と「よくない授業」を各自
が記載し，それを近くの友人と共有し，共感
できる意見であれば，自分のプリントに加筆
する。そして，ワークシートの記載内容のま
とめを，グル—プとして発表をしてもらった。
それらの発表・議論を通して，「自分はどの
ような球技の指導をしたいか」を記載するこ
ととした。
　よい授業として，「基礎練習をしっかりす
る」「ゲームが多い」「毎回の授業でゲーム形
式の練習をする」「みんなが盛り上がれる」
などの意見が出された。よくない授業として
「基礎練習が無い」「基礎練習しかしない」「ゲ
ームしかしない」「一部の経験者だけでやる」
が発表された。発表された意見を担当教員が
同時にパソコンに打ち込み，プロジェクター
で共有した。
　本テーマに関し，担当教員は，「ゲームに
つながる基礎練習の重要性」「全員が楽しめ
る授業」「学習内容の系統的発展」などを受
講生へ伝えたい内容であった。概ね，それら
図２　コンサルテーション後に取り入れたワーク—ト
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の内容が発表され，担当教員が意図した内容
を伝えることができた。時間があれば，「ゲ
ームだけの授業」「基礎練習とゲームの授業」
のメリットとデメリットを出してもらい，ど
ちらがよいかを議論してもらいたかったが，
時間の都合上，学生の挙手による確認にとど
まった。
　しかしこれらの授業展開は，これまでの教
員が一方的に「回答を伝える授業」ではなく，
学生が自己の経験を基に考え，仲間の意見を
聞き，ディスカッションを通して，自己の考
えを作り出していくという能動的な学びの機
会を提供できたと考える。
　授業後に実施したアンケートにおいて，「本
日の授業について当てはまるところに〇をつ
けてください」という問いに対し，「とても
学びを深めることができた」「少し学びを深
まることができた」と81.6％の学生が回答し
た（表３）。改善意見として，「後ろの人に当
てるのは不公平である」「発表内容をすべて
打ち込むのは時間の無駄」「今までの授業と
急に授業の進み方が変わって流れをつかめな
かった」などが出されたが，概ね学生にとっ
ては満足のいく授業であったと評価する。
②高校教員によるアクティブ・ラーニングの
　紹介
　高校教員による特別講義を実施し，保健体
育の授業でどのようにアクティブ・ラーニン
グが実施されているかを紹介した。講義内容
は，「自分が受けてきた体育の授業において，
よい授業とは？その理由も述べる」という課
題に対し，座席が近い人同志で討議するグル
ープワークを実施した。次に「アクティブ・
ラーニングの基礎理論」を講義した。ここで
は，アクティブ・ラーニングのポイントとな
る「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学
び」について理解を深めた。そして，再度，「体
育の授業におけるアクティブ・ラーニングの
視点による指導」とはどのような方法がある
かをグループワークにより深めてもらい，発
表してもらった。そして，アクティブ・ラー
ニングの方法の具体実施方法として，「課題
発見につながる発問」「課題解決の方策の検
討（グループによる取組）」「解決策（説明モ
デル）の獲得」「発表（認知プロセスの外化）」
を説明した。そして，武道（柔道），陸上競
技（長距離走），球技（バスケットボール）
の実践例を紹介した。
　授業後のアンケートにおいて，「本日の講
義を受けて，アクティブ・ラーニングについ
て理解が深まりましたか？」という問に対し
て，「とても深まった」「深まった」と回答し
た学生が65名（87.8%）であった（表４）
　「体育の授業にアクティブ・ラーニングを
取り入れることは有効だと思いますか？」と
いう問いに対して，「とてもそう思う」「そう
思う」と回答したのが71名（93.4％）であっ
た（表５）。
表３　コンサルテーション後の授業評価
選択肢
人数
割合
（%）
とても学びを深めることができた 20 33,3
少し学びを深めることができた 29 48.3
どちらともいえない 7 11.7
あまり学びを深めることができなかった 1 1,7
全く学びを深めることができなかった 3 5.0
合計 55 100
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　自由記述においては，「アクティブラーニ
ングは生徒の自主性を高め学びを深めること
ができると思う。そのため，より教員の正し
い知識（間違いを指摘できる）を持っている
ことが望まれると感じた」「今まで受けてき
た授業にもアクティブ・ラーニングを取り入
れていた授業はおもしろかったし，学びが深
まったので自分もそのような授業ができるよ
うにしたい」「アクティブ・ラーニングを初
めて知り，漠然とした授業計画の想像がもっ
と明確に生徒に対してこうしてあげればいい
んだ！というのがわかりました」などの回答
があり，学生はアクティブ・ラーニングにつ
いての学びを深めることができ，自身も取り
入れたいと考えた学生が多かった。
３．学生による授業評価の比較
　本学において学期末に実施している「学生
表４　アクティブ・ラーニングについての理解
選択肢
人数
割合
（%）
とても深まった 28 37.8
深まった 37 50.0
どちらともいえない 4 5.4
深まらなかった 4 5.4
とても深まらなかった 1 1.4
合計 55 100
表５　アクティブ・ラーニングの有効性
選択肢
人数
割合
（%）
とてもそう思う 44 57.9
そう思う 27 35.5
どちらともいえない 3 3.9
そう思わない 1 1.3
とても思わない 1 1.3
合計 76 100
表６　学生による授業評価集計表（H26年〜H28年） （点）
年度 H28 H27 H26
人数 84 92 116
この授業を意欲的に受講しましたか 4.10 4.15 4.03
内容を理解できましたか 3.94 4.01 3.94
考え方,能力,知識,技術などの向上に得るところがありましたか 3.98 4.11 3.93
シラバスに授業の目標や授業計画は具体的に示されていましたか 4.06 4.10 3.92
シラバスに成績評価基準/評価方法は具体的に示されていましたか 4.07 4.09 3.98
教員に熱意は感じられましたか 4.31 4.31 4.24
教え方（教授法）はわかりやすかったですか 4.04 4.02 3.93
教員の一方的な授業ではなく, コミュニケーションはとれていましたか 4.06 4.08 4.01
授業はよく準備されていましたか 4.12 4.11 4.06
教員の話し方は聞き取りやすかったですか 4.07 3.97 4.03
板書や配布物，提示資料は読みやすかったですか 3.98 3.96 3.95
教員は教室内の勉学環境を良好に保つよう,配慮していましたか 3.93 3.81 3.94
この授業を総合的に判断すると良い授業だと思いますか 4.09 4.06 3.98
※ ５：はい　４：まあまあそうである　３：どちらとも言えない　２：あまりそうとは言えない　１：いいえ
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による授業評価」の過去３年間の平均値を表
６に示した。今回の評価においては，これま
でと比較し，大きく変化したことはなかった。
　しかし，自由記述をみると，平成27年度は，
「スライドが見ずらい」「説明がわかりにくい。
自分のペースでやりすぎ」「説明で間違い無
いようにしてください」「資料が見ずらいと
きがあった」「先生が何を言っているのか聞
き取れない時が多々あった」などと授業改善
を求める意見が６件あったが，平成28年度に
おいては，授業改善を求める意見は０件であ
った。これは，コンサルテーションにより学
生の意見を徴収し，改善を試みた結果である
と考える。
　また，単位を取得した合格者数をみると平
成26年度は143名中101名（70.6%），平成27
年度は116名中66名（56.8％），平成28年度は
110名中80名（72.7％）と過去と比べて高い
合格率となった。これは授業改善により学生
の学びの意欲がたかまったことによる結果で
あれば好ましいが，今年度の結果のみでは，
判断ができないので，今後，さらなる改善と
検証を試みる。
Ⅳ．まとめと課題
　本論においては北翔大学生涯スポーツ学部
スポーツ教育学科の「保健体育科教育法」に
おいて，授業コンサルテーションを実施し，
アクティブ・ラーニングを取り入れた授業を
実施し，その内容について報告することを目
的とした。
　コンサルティングの結果，学生は深い学び
を期待していることが判明し，それを実現す
るためにアクティブ・ラーニングを取り入れ
た授業を実施した。その結果，学生からは学
びを深めることができたとの回答を得た。
　しかし，学期末に実施された「学生による
授業評価」においては例年と大きな変化はな
かった。今後の課題は，アクティブ・ラーニ
ングを取り入れた授業の割合を増やし，学生
の主体的な学びを深める授業展開を実施して
いくことである。
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資料１
教員コメント
現
状
維
持
学
期
中
に
改
善
学
期
中
に
改
善
不
可
1 穴埋めの箇所があると講義を聞かなくてはと思うため，集中できる。
2 プリントに問題を含んでいてわかりやすい
3 穴埋めのプリントがあって先生の話を聞く時間ができて良い
4 大事なところが（   ）埋めなのでまとめやすい
5 プリントの穴埋めなので，ノートを取る時間が少なく，話を聞くことに集中しやすい
6 スクリーンやプリントが見やすく，わかりやすいので大事な部分や覚えといた方が良
いところが学びやすい。
7 プリントの内容がよくわからない 〇 きちんと説明するようにします。
8 プリントの解説ほしい 〇 了解しました。
9 プリントの裏面を解説してほしい △
10 プリントの問題の解説してほしい △
11 プリントの問題の解説してほしい。 △
12 答え合わせをしてほしい △
13 言葉だけでなく視覚にうったえる授業をしている時
14 実践的な動画を見ている時
15 動画を使ってわかりやすく教えてくれたとき
16 実際の実技の動画を見せてくれたとき
17 実践動画を見たとき
18 実践映像を見たとき
19 実践動画
20 映像を使ったところもあり，分かりやすい
21 授業の様子をDVDなどで詳しく学べたとき
22 動画などを見せながら説明を受けると，言葉だけでなく，実際に見て理解し，覚える
ことができること
23 動画を使って説明してくれるときは内容を理解しやすい。
24 動画を見せて解説してくださり理解が深まった。
25 動画を用いることで動きがイメージに残りやすく，また授業で退屈しにくい
26 動画や映像を見せてくれる
27 授業の様子をビデオで見ることによって，より具体的に理解が深まる
28 実践動画をみた時
29 実践動画を通して理解を深める
30 生生徒への指導法，例えば自分の専門ではないスポーツ指導のビデオを見せてくれ
て，どういう指導をすればよいのかを教えてくれたとき
31 授業時に各競技を小学生等に指導している生徒達の実践的な動画を見たとき
32 実践的な指導の動画をみたとき
33 実際の指導の動画を見見せてくれる
34 先生が行った実体験の指導方法を動画として見せてくれる
35 ビデオでわかりやすく指導法などを教えてくれる
36 実際の指導動画を見た時
37 指導風景の動画を流す
38 実際の指導（主に先生が指導をしている動画）が見れる点
39 実際に指導している動画を見せてくれる時
40 生徒への指導法をビデオで見せて教えてほしい △ 本当の生徒への指導の映像は入手が難しいので、今学期の修正は難しいと思
いますが、努力します。
41 まだ慣れていない人の模擬授業の動画も見て，何が必要なのか比較し，考える機会が
ほしい
〇 指導ができない人の映像の入手が難しい状況にあります。今後の課題としま
す。
42 動画が長い 〇 不要な動画は削除するようにいたします。
43 先生からの問いかけがあって，それに答えたとき
44 ランダムで質問されるので，緊張感をもってのぞめる
45 ランダムで指名されたときにパッと質問に答えられたとき
46 生徒をランダムで当てることにより，一人一人がしっかり先生の問題を聞き考える。
47 問題を解いて意見や回答についてまわりと話し合いをしたとき。
48 グループワークや先生のまめ知識やスポーツのもっと詳しいところまで知ることが
できたとき。
49 グループワークなどで他人の知識を取り入れ刺激を受けれる授業の時
50 大事な部分を声に出して全員で反復したのは良かったと思う。
51 一方的な授業 〇 一方的にならないよう努力します。
52 話しだけの授業 〇 改善するよう努力します。
53 ただ話しているとき 〇 改善するよう努力します。
54 一方的に話し続けるような授業のとき 〇 一方的にならないように努力します。
55 まわりと話し合ったりする時間を作るとよいと思う。 〇 取り入れるようにします。
ご利用者名 竹田唯史先生   コンサルティング実施日：2016年11月21日(1限)
授業名 体育科教育法Ⅱ   回答学生数 83名 コメント数 318
①教材（配付資料）
 教材（映像）
③教授技法（双方向）
学生コメント
④教授技法（進行方法）
テスト問題に関しては、基本的には自習（予習・復習）の課題として位置づけて
います。したがって、授業時間があるときには解説をしますが、時間が無い時に
は、各自でお願いいたします。出題年度が記載されておりますので、問題集で
回答を調べてください。
共感する
共
感
し
な
い
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56 単調な授業だった時 〇 単調にならないようにします。
57 スライドの進行が早いと感じることがある 〇 早くならないよう確認をしながら進めます
58 スライドの進行が早い 〇 早くならないよう確認をしながら進めます
59 スライドの進行がはやいときがある 〇 早くならないよう確認をしながら進めます
60 毎回同じ流れでおもしろくない 〇 改善するよう努力します。
61 分かっているかいないかしっかりと確認した方方がいい。 〇 理解しているかどうか確認します。
62 分からないと言言える空気がない 〇 理解しているかどうか確認します。
63 前回の自習時等 〇 自習の時間の改善を試みます。不在の時は代講などで対応します。
64 指導要領を見ながら穴埋めする時間は，家でやるのと変わりなく講義中に行う必要が
ないと思う。
△ 調べて記載することがよいとする人もいましたので、皆の意見を聞いてみます。
65 前回の復習がある
66 問題の復習
67 前回やった内容を復復習した時
68 復習問題
69 毎回大事なところを復習するので，授業の中で自然と頭に入ることがある。
70 前回の復習をしてくれる
71 復復習
72 自分で埋める復習
73 必ず前回の復習をしてくれること
74 前回の復習をやってくれる
75 問題の復習
76 授業の最初に前回の授業の復習をする。
77 毎回の授業の始めで，復習を取り入れていて，前回・前々回の内容も忘れないように
しているところが学びが深まっていると感じています。
78 授業の始めに復習を行って，大事な部分を声に出して覚えられるように促してくれ
る。
79 授業前に繰り返し復習をしてくれる時
80 授業のはじめに前回の復習をしてくれる
81 同じことを何度も繰り返すことで頭に入りやすい
82 同じ内容を繰り返し学習できる点
83 自分で問題解く時間
84 先生が板書したことをうつすのではなく自分で調べて書き込むことでより自分自身で
講義内容を理解，覚えれるようになる。
85 自分で問題を解いて解決した時
86 自分で調べて書くから頭に入る
87 自分で調べて記入する
88 授業の最後に問題に取り組むこと
89 調べて書くということで頭に入る
90 作業することがあること
91 課題などを与える △ どのような課題がよいのか、まだわかりませんが、考えてみます。しかし、今後、
テスト勉強が入ってくるので、その勉強自体が課題となるように思います。
92 問題を多くする △ 検討します。
93 練習問題の答案の解説をしてほしい 〇 問題集に回答が載ってますので、各自調べていただきたいです。
94 授業後半に行う問題は必要ない，問題形式ではなく試験に毎年でていることや，でそ
うなところをくわしく教えてほしい
△ 試験問題の説明をもう少しするようにします。
95 課題の答え合わせや説明（教科書のどこを見ると良いのか，振り返りを含めた話な
ど）を行ってほしい
△ 時間があるときは、実施するようにします。
96 過去問を行うことで学びを深めやすい
97 過去問をやってくれる
98 過去問をやってくれるのがありがたい
99 過去問を解いているとき（正解でも不正解でも，解説を読むことで教養が深まる）
100 過去問のプリントに直接回答を書くのではなく，ルーズリーフ等に書くことによって，
繰り返し復習できる。
101 講義の最後の方に行う過去問
102 実際に過去の教員採用試験に出た問題等を絡めて授業を進めていった時
103 授業でやった単元の過去問をすぐに解くことで復習になり，知識が身につきやすい
104 過去問をできるところ
105 過去問をやっている時
106 過去問を絡めて授業してくれる
107 過去問などの情報があってよい
108 講義最後の時間で過去問できるのがいい
109 講義をしたすぐあとに，採用試験の過去問ができるので，忘れないうちに復習できて
良い
110 過去問をするので忘れないうちに復習できる
111 試験問題をやったとき
112 授業後に試験（教採）問題を勉強する時間を与えてくれる時
113 実際の教員採用試験の問題を出してくれる
114 授業の最後に問題集をする時に，講義の中で学んだことにより問題を解くことができ
る時
115 最後に行う試験問題は家でもできることだと思う。 △ 問題を回答してほしいとの意見もあるので、皆で協議します。
⑤教授技法（前回の復習）
⑥教授技法（授業中の課題）
⑦教授技法（過去問）
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116 問題は家でもできるので △
117 問題を解かせるときなどに時間をさきすぎていて講義全体の時間が長くなり，集中し
きれない。
△
118 問題演習の時間をもっと取り入れる必要がある。 △
119 試験問題をやった後の解説をする必要があると感じる。 △
120 解けない問題が多々あったこと △
121 教採の過去問の答えがあやふやなとき 〇 答え合わせをしたときは、明確に解答します。
122 答え合わせの時間が不十分 △
123 答え合わせの時間が不十分 △
124 教員の試験問題の答え合わせのとき，なるべく授業中に解答していただきたい。 △
125 保健体育科教育法Ⅰの学びを生かし，保健体育科教育法Ⅱをより詳しく説明してくれ
るので，学びが深まった。
126 ちゃんと補足説明してくれるところ
127 そのことに対して，どうしてそうなのかしっかりとした結論を言って納得する答えを
言うから
128 大切なところを印象に残りやすい言い方で何度もくり返してくれるので，知識が身に
つきやすい
129 先生が同じことを何回も言う時
130 繰り返し同じことを言ってくれるので頭に入りやすい。
131 大事なところをくりかえしたり，大事であるといってから詳しく説明してくれる。
132 大事な言葉などを強調して言ってくれる
133 同じことを繰り返しやる（授業の始めに行う）
134 竹田先生は大事なことを話す時に強調して話すので記憶に残りやすい
135 先生が大事なワードを何度も言った時
136 先生が何か似たような言葉で例えて教えてくれる点
137 要点を言ってくれたとき
138 要点を言ってくれる時
139 重要な点を教えてくれるので効率が良い
140 重要な点を強調することによってわかりやすく説明しているとき
141 重要な点を強調していると伝わりやすくて良かった。
142 重要なところを強調することにより，私たちによりわかりやすく説明する時
143 重要な点を強調することによってわかりやすく説明している時
144 ただ話すだけでなくパワーポイントや発言を求める時などで詳しく説明していて学び
が深まった。
145 何度も何度も繰り返し発言させ，記憶に残そうという所が良い
146 運動技術を習得するための過程を細かく，実体験を基に説明してくれている時
147 先生自身が実演しながら授業内容を説明してくれるところ。
148 実践してくれる
149 具体例などを映像や実演等をしてくれることで自分が詳しくないスポーツなどの理解
が深まり助かっています
150 実演を混ぜての説明の時学びが深まったと思う
151 先生が動きでどのような動きなのかを教えてくれる点
152 先生が実技の手本を見せた時
153 具体例を出しながら見せてくれる時
154 具体的な指導の仕方，ポイントの説明を受けたとき
155 具体例
156 学びが深まったのは大事な要素＋αで教えてくれるため覚えやすい。
157 1つ1つの内容を丁寧に教えてくれる
158 1つ1つの説明が詳しくされている
159 一言一言がわかりやすい説明である
160 細かく教えてくれるので（器械体操や陸上競技の実技など）タメになる
161 試験に出るよと言われたら真剣に聞く
162 これ絶対試験でるよ 昨年採用試験でてます，試験の為になることはやっぱ興味出る
163 これ絶対試験出るよっ って言ってくれる。
164 テストに出るといわれたこと
165 試験に出しそうなところはきちんと言うべき △ 全体の範囲は説明していますので、その中での学習をしてほしいです。
166 過度度な繰り返し △ 気を付けますが、それにより理解力が高まることもあります。
167 プリント通り，それだけの授業のとき 〇 改善します。
168 補足足説明がなくプリント通りの授業のとき 〇
169 教科書に書いてあることをいわれても見ればわかるのでやめてほしい △ 大事なところの確認と、実際に読んでみて理解できる人もいるので、今後も継続
する可能性があります。
170 書いてあることだけを読むところ △
171 資料の説明のみになっているときは，読めばいいだけだろと思ってしまう。 〇 改善します。
172 読めば分かる授業 〇 改善します。
173 スライド通りの説明をされても手元に資料があるため，説明するなら補足の説明も多
く入れてほしい
〇 改善します。
174 教科書通りのことしかいわない 〇 改善します。
175 ただ空欄をうめる 〇 改善します。
176 プリントを見て説明するだけの授業だからつまらない 〇 改善します。
177 ただ配布プリント通り説明をして補足などの情報がない授業のとき 〇 改善します。
⑧教授技法（説明法）
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178 意味を説明せずに，とりあえず覚えておくことというような覚えさせ方があり，その
内容や意味を説明して理解させてほしいと感じました。
〇 改善します。
179 ここが一番大事だということがわかりにくい 〇 改善します。
180 図やグラフの説明のときどこが大事かわからない 〇 ポインタで示して明確にします。
181 説明が特にない時がある 〇 改善します。
182 補足足説明がない場合 〇 改善します。
183 教採で必要なことを教わったとき
184 教員採用試験の出題傾向をある程度教えてくれる。
185 教採の話を聞いたとき
186 教員採用試験などの情報を授業中教えてくれるところ
187 教員採用試験の情報を教えてくれるのはありがたい。
188 教員採用試験とか私たちの将来に向けて話をしてくれるとき
189 毎回の授業で教採の対策をしてくれる
190 実際に教員採用試験に出た所，出やすい所をピックアップしてくれる
191 体育の教員として必要な知識を得たとき
192 生徒に体育の授業をするときに必要なスポーツの専門的な知識
193 目指している資格についての話題がでたとき
194 目指している職業に関して知れたとき
195 必要最低限覚えてほしい要点をおさえてくれることで理解が深まっています。
196 必要な点
197 重要なことを簡潔に教えてくれるので効率が良い
198 授業をスピーディーに短期集中法で教えてくれるので集中しやすい
199 時間としては長々とやることはなくスピーディーに教えてくれるので集中しやすくて
良いと思う。
200 要点がしっかりまとまって実践的な情報が得られた時
201 各競技の専門的な知識・用語を知り覚えることができたとき
202 各種目の段階ごとの指導法
203 技能・技術の到達段階
204 受かった先輩の話をきいたとき
205 先輩方の成功例を聞いている時
206 講義中に先生の経験した現場の話を聞くと，現場を想像しやすく，何が大切なのかを
理解できた。
207 授業でやったことがプリントの問題で出たとき
208 授業のふり返りが良良い
209 もう少し，専門的な知識を入れて欲しい 〇 改善します
210 テストと授業の関連がうすい △ 改善するように努力しますが、授業が短時間のためすべての種目や範囲を行う
ことができません。
211 授業の内容がテストにあまり関係していない △ 検討します。
212 内容が少ない △ 検討します。
213 話している内容が浅いとき 〇 改善するように努力します。
214 内容が狭く浅いとき 〇
215 深いところばかりではなく浅く広く学びたい △ 逆の意見の人もいるので、バランスよく話すようにします。
216 広い内容で浅い授業内容でないとき △
217 広く浅くやってほしい（テストの量が多いので） △
218 授業の中で触れる内容が少ない △ 時間にも限りがあるので、すべてに振れることは難しい状況にあります。
219 内容の量
220 授業の内容が少ないとき △
221 そのことについて名前だけは知れた，何も知ることができなかったが，何を使う，何
をするのかだけは知ることができた。
〇 より詳細に説明するようにします。質問がある場合には、してもらうようにしま
す。
222 将来必要な知識を伝えてくれる
223 将来必要だと思った点を教えてくれた時
224 将来必要だと思うことを学んだ時
225 将来必要だと思ったことを教えてくれたとき
226 将来に必要な情報が得られたとき
227 新しい発見があった時
228 新しい発見があったとき
229 新しく知識を得た時
230 新しく知識を得たとき
231 新しい発見があったとき
232 知らなかったことを知った時
233 知らなかった知識が知る事ができたとき。
234 自分の知らない新しい知識を教えてもらった時
235 興味がある授業で，より詳しくなったとき
236 知っていた事をさらに詳しく知る事ができたとき
237 もっと知らないことを知りたい
238 授業が楽しく感じた時
239 授業で行った内容が，問題種などで出題され，その問題が解けたとき
240 一番最初の講義でプリントの裏に「教師になりたい」と書くことで意識を高めること
ができた
241 一番最初の講義の時の教師への意気込みを紙に書き込んだこと→教師になりたいん
だ なるんだ っていう意識が高まった。
242 教員になるための勉強がどのようなものなのか授業を通して学べた。
243 専門性が強くなった内容になるとふわっとした内容になること（マイナー競技など） 〇 深くなるように努力します。
⑨授業内容
⑩授業内容（学習者の気づき）
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244 わくわくしない 〇 改善するよう努力します。
245 つまらないと感じた時 〇 改善するように努力します。
246 興味を持てない 〇 興味をもってもらえるよう努力します。
247 学びの意識が低い時 〇 学びの意識を高くもてるように努力します。
248 自分が学びへの意識が低い時 〇 学びの意識を高くもてるように努力します。
249 モチベーションが低いとき 〇 学びの意識を高くもてるように努力します。
250 授業に対してモチベーションが上がらないとき 〇 学びの意識を高くもてるように努力します。
251 モチベーションを上げる 〇 学びの意識を高くもてるように努力します。
252 モチベーションがあがらないとき 〇 学びの意識を高くもてるように努力します。
253 講義に熱意を感じる
254 熱意
255 一生懸命さが伝わる時
256 反復的に言わせたりしている時に熱意を感じる
257 自分たちのために一生懸命教えてくれている，という熱意がある時
258 熱意が伝わったとき
259 熱意が伝わった時
260 何かを伝えようとしている姿勢が見られた時
261 先生の教員を目指すような言葉が多くやる気になる
262 目的を達成させるためのヒントとして授業で「絶対やりとげる 」のような勇気を与
えてくれた。
263 教師としての心構え
264 教員が今までの教員生活での実体験を話していた時。
265 体験談を（先生の）話すときに自分の知識になる
266 言葉が丁寧
267 自自分たちのために授業してくれてること
268 すぐに結論を言われたとき 〇 改善するよう努力します。
269 引きつけるような話をする 〇 改善するよう努力します。
270 先生の経験談や知識を生徒に伝えていくことも必要 〇 改善するよう努力します。
271 体育教師として学ぶべき知識だけでなく，教員自身の体験談を交えることも必要だと
思う。
〇 改善するよう努力します。
272 話が全く違う方向にずれていき，時々感じることはビデオなど見ているときに関係の
ない話へと変わっていくことが浅いかなと感じた
〇 改善するよう努力します。
273 全く関係ない話をするばかりではなく，その講義に深く話された時 〇 改善するよう努力します。
274 自分のゼミに入れば教採に合格するという話を遠回しにしてくる 〇 改善するよう努力します。
275 自分の自慢話はいらない 〇 改善するよう努力します。
276 自分の教え方が一番ではなく，このような教え方をすると良いという話のし方をして
ほしい
〇 改善するよう努力します。
277 授業での学習の効率が悪いと感じてしまうと集中できなくなっていく 〇
278 自分自身が講義に集中する 〇
279 集中できる時間を作ること 〇
280 集中力 〇
281 先生の話に耳を傾け1人1人が集中する。 〇
282 授業に集中してない生徒に対して協力してもらおうとコミュニケーションをとる 〇
283 聞く気がない人に対しての授業ではなく，聞く気がある人人授業をするといいと思
う。
△ 全員がしっかりと聞いてくれる授業を目指します。
284 話が頭に入ってこないとき 〇
285 毎回の授業も大大だが，授業後の復習も大事だと思った。 〇
286 自分自身で危機感を感じる 〇
287 朝一でねむいとき 〇 眠たい時でも興味を持てる授業をするように努力します。
288 ねむたいとき 〇 眠たい時でも興味を持てる授業をするように努力します。
289 眠い時，学びが深まらない 〇 眠たい時でも興味を持てる授業をするように努力します。
290 あくびした時 〇 眠たい時でも興味を持てる授業をするように努力します。
291 授業前に復復習する 〇 復習は好評なので継続したいと思います。
292 テスト前のテスト勉強
293 小テストをすることで学びが深まる
294 小テストなどをした時
295 将来に向けてのはっきりとした目標が見えたとき
296 自分が学ぼうとしている時
297 この授業の復習をしている時
298 前やっていたことを覚えている
299 多数の教採合格者を輩出しているゼミの先生なので，こうすれば合格するのか と学
べた。
300 授業が終わりその時にやったことが覚えていたりした時
301 特にない
302 教員になるという覚悟が持てない 〇 個別に話をしましょう。
303 なりたい職に自分が絶対なるという覚悟が持てないこと 〇 個別に話をしましょう。
304 この講義は暗記科目という感じが強すぎる気がします。 △ バランスをとりながらやっていくようにしますが、基本、暗記すべき課題も多いで
す。
305 本番の試験ではどのような形で出題されるのかがわからないので，用語だけを覚えて
いるような気がすること。
〇 テストのことをもう少し話すようにします。
306 テスト範囲を狭くする必要がある 〇 教員になるためには、絶対に乗り越えなければならない課題なので、いま、勉
強しましょう。
⑭その他
⑫教員の言動
⑬学習者の課題
⑪教員熱意
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307 テストが凄い難しいと聞いているので嫌だ 〇 教員になるためには、絶対に乗り越えなければならない課題なので、いま、勉
強しましょう。
308 テンポアップする 〇 気を付けます。
309 1人1人と向き合うように人数を減らす 〇 現実問題としてむずかしいです。
310 予習課題 △ 皆の意見を聞いてみます。
311 教科書をもっと活用してほしい 〇 そうします。
312 正直不満はない
313 特に思い浮かびません
314 今のところ特になし
315 特になし
316 特にない
317 特になし
318 特になし
